
Appreciate 

the Good

良
よ

いものを

感
かん

謝
しゃ

しよう



　だれかがした良
よ

い 行
おこな

いや、だれかが言
い

ったすばらしいことや名
めい

言
げん

や真
しん

理
り

を

感
かん

謝
しゃ

するのに、その人
ひと

のすべてを受
う

け入
い

れる必
ひつ

要
よう

はないんだよ。良
よ

い部
ぶ

分
ぶん

を認
みと

めて

感謝し、

その益
えき

に

あずかれば

いいんだ。でも、

だからと言
い

って、

その人
ひと

がしたり

言っていること

すべてを

受け入れたくは

ないだろう。

これは、君
きみ

たちの

新
あたら

しい遊
あそ

び場
ば

のための

寄
き

付
ふ

だよ。

聖
せい

ジョセフィン孤
こ

児
じ

院
いん

へ



お前
まえ

にはもう、

うんざりだ！

　そのような 心
こころ

構
がま

えでいれば、わたしたちと全
まった

くちがうことを信
しん

じている人
ひと

たちとでも、

共
きょう

通
つう

点
てん

を見
み

つけるのが簡
かん

単
たん

になるよ。そうすれば、その共通点を用
もち

いて、イエス様
さま

や、

わたしたちが持
も

っている答
こた

えを提
てい

供
きょう

することができるよ。

　わたしたちは、大
おお

勢
ぜい

の人
ひと

たちが

している良
よ

いこと、すばらしいこと、人を

元
げん

気
き

づけることを、感
かん

謝
しゃ

して受
う

け入
い

れる。

たとえその人たちが、わたしたちが

賛
さん

成
せい

も支
し

持
じ

もしないことを別
べつ

にして

いたとしてもね。さらには、その人が

過
か

去
こ

に大
おお

きな罪
つみ

を犯
おか

していたとしても

だよ。わたしたちが受
う

け入
い

れも賛
さん

成
せい

も

しない 特
と く

定
て い

の 罪
つ み

をもとにして人を

判
はん

断
だん

してしまうなら、詩
し

篇
へん

も受け入れ

られなくなってしまうんだ。ダビデは、

ある人を死
し

にいたらせたからね。



　ダビデ王
おう

はだれを殺
ころ

させたか、知
し

って

いるかい？　また、彼
かれ

はなぜそんなことを

したんだろう？　それについてのくわしいことは、

サムエル記
き

下
げ

の１１章
しょう

で読
よ

んでね。

　詩
し

篇
へん

５１篇
ぺん

は、預
よ

言
げん

者
しゃ

ナタンが

ダビデの罪
つみ

に対
たい

する神
かみ

の罰
ばつ

を

伝
つた

えに来
き

た後
あと

、ダビデが祈
いの

った

祈りだよ。１０節
せつ

にはこう書
か

かれて

いる。「 神
かみ

よ、わたしのために

清
きよ

い 心
こころ

をつくり、わたしのうちに

新
あたら

しい、正
ただ

しい霊
れい

を与
あた

えて

ください。」　ダビデ王
おう

が神
かみ

様
さま

の

前
まえ

でくい 改
あらた

め、くだけた 心
こころ

で

謙
けん

虚
きょ

になったことが、ダビデが

後
のち

にイスラエルのより良
よ

い

統
とう

治
ち

者
しゃ

、また指
し

導
どう

者
しゃ

となるのに

役
やく

立
だ

ったんだ。



　さらに言
い

うなら、モーセはいかりに

まかせて人
ひと

を殺
ころ

してしまったので、

わたしたちはモーセや彼
かれ

の指
し

導
どう

者
しゃ

と

しての手
て

本
ほん

、また彼が書
か

いた聖
せい

書
しょ

の

最
さい

初
しょ

の５書
しょ

を感
かん

謝
しゃ

できなくなってしまう。

　モーセは、パロの 娘
むすめ

の家
いえ

で育
そだ

てられたけれど、ある時
じ

点
てん

で自
じ

分
ぶん

がユダヤ人
じん

で

あることを知
し

るようになる。出
しゅっ

エジプト記
き

の2:11-15aには、エジプト人
じん

がユダヤ人の

奴
ど

隷
れい

を打
う

ち殺
ころ

すところを目
もく

撃
げき

したモーセがおこってそのエジプト人を殺してしまい、

その後
あと

パロのいかりをおそれて荒
あら

野
の

に逃
に

げた 話
はなし

が書
か

かれているよ。

　だけど今
こん

日
にち

モーセについて 考
かんが

えるときは、彼
かれ

の罪
つみ

だけではなく、神
かみ

様
さま

が彼を使
つか

って

イスラエル人
じん

をエジプトから 導
みちび

き出
だ

し、また彼らに十
じっ

戒
かい

を授
さず

けたことを思
おも

い出
だ

すよね。



　ペテロはイエス様
さま

のことを知
し

らないと言
い

ったからとか、パウロはサウロという
名

な

前
まえ

だった時
とき

に初
しょ

代
だい

教
きょう

会
かい

をひどく迫
はく

害
がい

したからとこだわっていたら、わたしたちは
新
しん

約
やく

聖
せい

書
しょ

を感
かん

謝
しゃ

し、そこから益
えき

を得
え

ることもなかっただろう。

　使
し

徒
と

パウロは、

クリスチャンを迫
はく

害
がい

する

ことで新
あら

たな人
じん

生
せい

を

始
はじ

めたけど（使
し

徒
と

行
ぎょう

伝
でん

９章
しょう

を読
よ

んでね）、目
め

を

見
み

張
は

るような回
かい

心
しん

と

くい 改
あらた

めの後
のち

、

初
しょ

代
だい

教
きょう

会
かい

で 最
もっと

も

影
えい

響
きょう

力
りょく

のある指
し

導
どう

者
しゃ

の

１
ひとり

人になったんだ。

あの男
おとこ

、エルサレムで

われわれの兄
きょう

弟
だい

を迫
はく

害
がい

して

いたやつじゃないか？

神
かみ

が、彼
かれ

を

変
か

えられたんだ。

彼がキリストの元
もと

に

導
みちび

いた大
おお

勢
ぜい

の人
ひと

たちを見
み

て

ごらんよ！



　そういったことにこだわるなら、わたしたちが感
かん

謝
しゃ

したり益
えき

を 被
こうむ

ったりできることは、
ほとんど何

なに

もなくなってしまう。カンペキな人
ひと

は、だれもいないからだ！　一
いっ

体
たい

どこで一
いっ

線
せん

を
引

ひ

いたらいいんだろう？

見
み

事
ごと

だ！

でも、この絵
え

に聖
せい

句
く

が

美
うつく

しく描
えが

き出
だ

されている

ことは認
みと

めなくちゃね。

どうだろうね。

このフレスコ画
が

を描
か

いた

ミケランジェロは

短
たん

気
き

だったという

うわさだけど。

それもそうだね！

確
たし

かに霊
れい

感
かん

されてるよ！



　大
たい

切
せつ

なのは、美
うつく

しい芸
げい

術
じゅつ

を見
み

たり、きれいな音
おん

楽
がく

を聞
き

いたりするときは、神
かみ

様
さま

が

アーティストや作
さっ

曲
きょく

家
か

に霊
れい

感
かん

を与
あた

えたことを感
かん

謝
しゃ

できるってことなんだ。たとえ

その人
ひと

たちが神
かみ

様
さま

のために生
い

きていなくても、さらには神様を個
こ

人
じん

的
てき

に知
し

らなくてもだよ。

美
うつく

しくて天
てん

国
ごく

的
てき

なものは何
なん

でも、明
あき

らかに神様からの霊
れい

感
かん

によるはずだからね。

「あらゆる良
よ

い贈
おく

り物
もの

、あらゆる完
かん

全
ぜん

な賜
たま

物
もの

は、上
うえ

から下
くだ

って来
く

る。」（ヤコブの手
て

紙
がみ

 1:17）

　だれかが主
しゅ

のために何
なに

かをしようと

していたり、世
せ

界
かい

を変
か

えるために何かを

しているとき、また信
しん

仰
こう

を 貫
つらぬ

いたり、

貧
まず

しい人
ひと

たちを助
たす

けようと正
せい

義
ぎ

のために

戦
たたか

っているなら、わたしたちはそれらの

良
よ

いことを感謝し、その人たちを祈
いの

りで

支
ささ

えてあげることができる。その人たちが

信
しん

じているすべてのことや、彼
かれ

らの

人
じん

生
せい

における選
せん

択
たく

に賛
さん

成
せい

していなくても

いいんだよ。



　地
ち

上
じょう

におられた時
とき

、イエス様
さま

が

人
ひと

々
びと

とどんなふうに交
こう

流
りゅう

したかを

考
かんが

えてごらん。イエス様
さま

は、彼
かれ

が

賛
さん

成
せい

しないような選
せん

択
たく

をした

人
ひと

たちを、喜
よろこ

んでむかえ入
い

れた。

そんなことはイエス様にはどうでも

いいことだったからだ。大
たい

切
せつ

なのは、

彼らがイエス様の愛
あい

を求
もと

めていたと

いうことで、イエス様はそれを

自
じ

由
ゆう

にお与
あた

えになったんだよ。

　カンペキで罪
つみ

を犯
おか

したこともない

イエス様が、そんなにも他
た

の人
ひと

たちを

喜んで受
う

け入れてくださったのに、

わたしたちがそれ以
い

下
か

のことを

するなんて、できないよね？

あれは、金
かね

持
も

ちの

取
しゅ

税
ぜい

人
にん

ザアカイじゃないか？

　ザアカイよ、

 急
いそ

いで下
お

りてきなさい。

今
きょう

日、あなたの家
いえ

に泊
と

まる

　ことにしているから。

（ルカによる福
ふく

音
いん

書
しょ

　19:2-10を見
み

てね。）



　良
よ

いことを、もっと探
さが

すようにしよう。人
ひと

々
びと

がしている良
よ

いことを感
かん

謝
しゃ

しよう。

わたしたちや他
た

の人
ひと

が役
やく

立
だ

てられるように、人
ひと

々
びと

が見
み

つけた真
しん

理
り

や知
ち

識
しき

や技
ぎ

術
じゅつ

を

他
た

の人
ひと

たちにも教
おし

えてくれることを、感謝しよう。

　そういった 心
こころ

構
がま

えを持
も

っていれば、イエス様
さま

の良
よ

い大
たい

使
し

になるのがずっと簡
かん

単
たん

に

なるよ。自
し

然
ぜん

と、主
しゅ

の謙
けん

虚
きょ

で、無
む

条
じょう

件
けん

で他
た

の人
ひと

を受
う

け入
い

れる大
おお

きな愛
あい

を持
も

てるからね。

考
かんが

えてみよう：

　　　　古
ふる

い歴
れき

史
し

上
じょう

または現
げん

代
だい

史
し

上
じょう

の人で、大
おお

きな欠
けっ

点
てん

があったにもかかわらず、

社
しゃ

会
かい

に大きな貢
こう

献
けん

をした人のことを考えつけるかな？
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